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Seiiti KINOSITA， Yosio SU2UKI， Kaoru HORIGUCHI， Masanori INOUE， Kazuo TAKEDA and 

Takeshi ISHIZAIく11978 Frost Heave' in Tomakomai (1977 -1978) Low Temperature Science， 

Ser. A， 36-37. Data Report 

苫小牧における凍上観測*

(昭和52-53年冬期)

木下誠一・鈴木義男・堀口薫

(低温科学研究所)

井上正則・武田一夫・石崎武志

(北海道大学大学院理学研究科)

(昭和54年 1月受理)

苫小牧北大演習林内にある凍上観測室において，昭和44年以来凍上の観測及び研究が毎冬継続し

て行なわれている。現場には，内面防水のプールが4ケあり，その中に試験土がつめられている。

凍上に際しての土中水分の移動か、プールの内部だけで独立に起り，プールの外とは関係のないよう

になっている。ここでは，毎冬継続して観測されている一般項目について，昭和52-53年冬期に得

られた結果を資料として報告する。プール内の試験土の状況を第 1表に示すが，昭和51-52年冬期1)

と同じである。

気温と積算寒度の状況を第 2表と第 1図に示す。この冬は，凍結の開始が例年より 20日間近くも

遅れた。凍結と凍上の状況を各プールごとに，第 2， 3， 4， 5図に示す。 11月25日(凍結前)，

1月6日と 3月7日(凍結時)及び 5月16日(融解後)に，試料採取を行ない，層構造の観察をし

た後，現場現場密度，重量含水比，土粒比重を測定した。その結果の一部を第 2， 3， 4図の下半

第 1表 苫小牧凍上観測現場におけるプール状況

広 さ
凍結前の試 十万 期

プール名 旧名称 験土の深さ 地下水位 土 質(m) (m) (cm) 

I D 5 x 5 2.30 。 シルト質土*
II A 3 X 3 1.90 30 11 

1Il C 5 X 5 2.00 200 11 

W B 3 X 3 1.60 30 小石材(0-lOcm) 
小石材とシルト質土*の混合(lO-20cm)

ンルト質土*(20-60cm)
砂、仲*(60-160cm)

$シルト質土ー砂分55%，ンルト分24%，粘土分21%，砂質粘土ローム， 60%粒径0.08mm，
比表面積54m'/g。

判小 石ー径 1-10cm。
山砂ー砂分100%.60%粒径0.4mm.比表面積 1m'/g。

*北海道大学低温科学研究所業績 第 2001号

低温科学物理篇第36-37輯資料集昭和53年
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日平均気温と積算寒度，昭和52-53年冬期，苫小牧凍上観測現場第 1図

昭和52-53年冬期の気温と積算寒度(苫小牧凍上観測現場)

11 月 12 月 '78 1月 2 月 3 月 4 月 合計

月積算寒度 0.7 94.4 257.3 287.8 82.0 7.8 730.0 
℃・day

日平均気温が
1 1 23 31 28 25 4 o oc以下の日数

月平均気温， oc + 4.3 - 2.4 8.3 10.3 - 2.3 + 3.5 

最低気温， oc - 8.0 -20.1 25.7 27目2 -15.5 -13.1 
(出現時刻) 29日 5:55 27日 21:00 26日 6:00 1日 6:00 17日 6:00 1日 1:09

最高気温.oc +12.4 +10.7 + 5.0 十 0.8 +11.8 +14.8 
(出現時刻) 22日 8:55 15日 13:30 l日 12:00 27日 12:00 26日 15:00 22日 13:49

」

第 2表

Iのプールについては，ほほこの冬は，各プールの凍上状況を第 3表に示す。又，に示しである。

地下水位が，凍結前の地面より 50cmほ、ど下の位置にあるよ10日間に 1度位の割合で、注水を行ない，

うにした。そのため昨冬に比べて大きな凍上が観測された。その他はほぼ昨冬 1)と同じ状況を示した。

現場の観測にあたって苫小牧演習林の職員一同に協力を得た。厚〈感謝の意を表する次第である

文部省科学研究費補助金・自然災害特別研究「凍上災害の予測に関す本研究に要した費用は，又，

る基礎的研究」及び特定研究費「土地の凍結融解過程の研究」によってまかなわれた。

苫小牧における凍上観測(昭和511976 

献

1 )木下誠一・鈴木義男・堀口 薫・福田正己・井上正則・武田一夫

-52年冬期)， 低温科学，物理篇.35. 307-319， 

文
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プールIの凍上状況及び断面観測l時の重量含水比Wと単位体干貴重量D.昭和52-

53年冬期，苫小牧凍上観測現場

第2図
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プールIIの凍上状況及び断面l観測l時の重量含水比Wと単位体積重量D.昭和52-

53年冬期，苫小牧凍上観測現場

第3図



111 

M A Y 
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プールIIIの凍上状況及び断面観測時の重量含水比Wと単位{材貴重量D，昭和52-

53年冬期，苫小牧凍上観測現場

第4図
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第5図 プ ルWの凍上状況と未凍土内の地温分布，昭和52-53年冬期，苫小牧凍上観測

現場

第3表 各グループの凍上状況

最大凍上量 最大凍結層の 基準面(凍結削 J東 上 率 初期地下水位 地下水位が
厚き の地表レベノレ)

プ ル底にからの凍結深
C汀1 cm cm % cπ1 達した 日

41.2 63.1 21. 9 188.1 。
24.8 72.2 47.4 52.3 29 12月22日

17.8 68.7 50.9 35.0 底

16.8 64.4 47.6 35.3 21 


